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２
月
19
日
か
ら
３
月
23
日
ま
で
の
会
期

で
２
月
定
例
会
を
開
き
ま
し
た
。
市
長
提

出
の
令
和
３
年
（
２
０
２
1
年
）
度
当
初
予

算
は
、
一
般
会
計
、
８
特
別
会
計
お
よ
び

水
道
・
下
水
道
事
業
会
計
で
総
額
２
４
２

５
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

医
療
機
関
等
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
応
援
金
の
支
給
経
費
等
を
計

上
し
た
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
度
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
15
号
）
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
確
保
お

よ
び
接
種
に
係
る
費
用
等
を
計
上
し
た
令

和
３
年
（
２
０
２
１
年
）
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
な
ど
の
予
算
関
係
の
議
案

を
は
じ
め
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ

れ
た
本
市
出
身
の
吉よ
し

野の

彰
あ
き
ら

氏
に
対
す
る
名

誉
市
民
の
称
号
の
贈
呈
に
係
る
議
案
な

ど
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
59
件
の
議
案

は
す
べ
て
議
決
等
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
お
よ
び
委
員
会
か
ら
は
、

委
員
会
条
例
改
正
案
や
意
見
書
案
な
ど
12

件
の
市
会
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
委
員
会
で
の
審
査
内
容
の
一
部
は
８
～
13

面
に
、
議
決
結
果
等
は
14
、
15
面
に
掲
載
）

令和３年度当初予算に建設費が計上された、南千里駅前に整備が進む
北部消防庁舎等複合施設の完成イメージ図（令和６年度供用開始予定）
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市
長
の
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2,425
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決
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代表質問・質問について

代 表 質 問
今定例会では７会派が代表質問を行いました。

　２月26日、３月１日、２日、３日の４日間で33人の議員が代表質問、質問（個人質問）を行いました。
その一部を質問順にお伝えします。（表記方法は会派の意向を尊重しています。また、記事の内容は令和
３年２月定例会時点のものです。）
　詳細な内容は、会議録をご覧ください。会議録は、市役所の市民総務室（情報公開）、図書館等に備え
ています。
　なお、新型コロナウイルス感染症については、新型コロナと略して表記しています。

教
育
現
場
の
声
を
聴
く
機
会
を

問　

本
市
の
教
育
行
政
の
課
題
に
つ
い
て

施
政
方
針
で
言
及
し
て
い
る
が
、
学
校
の

管
理
職
や
一
般
教
職
員
、
教
職
員
組
合
等

と
の
意
見
交
換
な
ど
、
教
育
現
場
の
声
を

市
長
が
直
接
聴
く
機
会
は
あ
っ
た
の
か
。

答
市
長　

就
任
以
来
、
立
場
上
、
限
ら
れ

た
教
職
員
と
限
ら
れ
た
機
会
に
し
か
、
生

の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
そ

の
こ
と
は
非
常
に
残
念
で
あ
り
、
課
題
で

も
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

少
人
数
学
級
実
現
に
向
け
取
り
組
め

問　

少
人
数
学
級
は
児
童
、
生
徒
の
教
育

環
境
の
向
上
や
教
職
員
の
負
担
軽
減
が
確

実
に
期
待
で
き
る
。
小
学
校
で
の
前
倒
し

実
施
と
中
学
校
へ
の
導
入
の
た
め
、
市
費

単
独
で
の
教
職
員
増
員
を
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
長
の
所
見
を
問
う
。

答
市
長　

義
務
教
育
は
子
ど
も
の
人
格
形

成
と
成
長
を
担
っ
て
お
り
、
現
在
の
１
学

級
当
た
り
の
人
数
は
多
い
と
考
え
て
い
る
。

少
人
数
学
級
の
実
施
に
は
物
理
的
、
財
政

的
に
厳
し
い
問
題
も
伴
う
が
、
教
育
権
限

の
移
譲
を
含
め
、
解
決
に
向
け
立
ち
向
か

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

ワ
ク
チ
ン
の
個
別
接
種
の
検
討
を

問　

市
内
６
か
所
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
の
ワ

ク
チ
ン
集
団
接
種
に
加
え
、
か
か
り
つ
け

医
で
の
個
別
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

市
民
の
利
便
性
や
接
種
率
の
向
上
が
期
待

さ
れ
る
が
、
そ
の
検
討
状
況
を
聞
き
た
い
。

答　

か
か
り
つ
け
医
な
ど
で
の
個
別
接
種

は
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
や
集
団
接
種

の
実
施
状
況
に
も
よ
る
が
、
５
月
の
大
型

連
休
明
け
に
開
始
で
き
る
よ
う
、
関
係
機

関
と
実
施
に
向
け
た
協
議
を
進
め
て
い
る
。

少
人
数
学
級
へ
の
移
行
に
つ
い
て

問　

公
立
小
学
校
全
学
級
で
の
35
人
学
級

編
制
に
つ
い
て
、
施
設
整
備
等
を
含
め
た

今
後
の
本
市
の
移
行
計
画
と
、
新
年
度
ク

ラ
ス
編
制
に
お
け
る
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

答　

国
等
の
動
向
を
見
据
え
つ
つ
、
本
市

の
実
情
を
踏
ま
え
て
移
行
す
る
こ
と
に
な

る
が
、
必
要
と
な
る
教
室
の
確
保
等
に
つ

い
て
検
討
し
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

答
教
育
長　

こ
れ
ま
で
も
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン

ト
の
実
現
に
向
け
、
大
阪
府
内
の
各
市
町

村
の
教
育
長
と
共
同
で
国
等
に
要
望
し
て

き
て
お
り
、
引
き
続
き
働
き
か
け
を
行
う
。

豊
能
医
療
圏
域
で
の
保
健
所
の
役
割

問　

吹
田
市
保
健
所
は
、
市
内
の
保
健
医

療
だ
け
で
な
く
豊
能
医
療
圏
域
全
体
を
け

ん
引
し
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
本
市
の
価
値
の
向
上
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

答　

市
民
の
健
康
寿
命
延
伸
の
取
り
組
み

を
推
進
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で

も
、
北
摂
地
域
の
感
染
管
理
看
護
師
と
連

携
す
る
機
会
を
設
け
る
等
、
同
医
療
圏
域

を
け
ん
引
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

答

市
長　

市
の
医
療
資
源
を
生
か
す
こ
と

は
、
社
会
的
責
任
を
果
た
す
う
え
で
の
使

命
と
感
じ
、
大
い
に
地
域
連
携
を
進
め
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
防
災
訓
練

問　

感
染
症
対
策
を
施
し
た
地
域
の
防
災

訓
練
は
、
市
が
主
導
し
、
地
域
の
防
災
計

画
等
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
か
。
ま

た
、
感
染
症
対
策
に
対
応
し
た
市
の
運
営

本
部
体
制
構
築
の
訓
練
は
実
施
す
る
の
か
。

答　

地
域
等
に
は
、
避
難
所
で
の
感
染
対

策
を
目
的
と
し
た
動
画
等
に
よ
る
情
報
提

供
を
行
っ
て
お
り
、
災
害
対
策
本
部
の
運

営
訓
練
等
は
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
に

実
施
す
る
よ
う
準
備
を
進
め
る
。

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

馬ば

場ば

慶
け

い

次じ

郎
ろ

う

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

山
や

ま

本
も

と　
　

力
つ
と
む

公
　
明
　
党

浜
は

ま

川
か

わ　
　

剛
つ
よ
し
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臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
理
由
は

問　

臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
が
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
は
中
核
市
移
行

の
影
響
で
は
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経

済
状
況
の
悪
化
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ

い
の
か
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
興

の
た
め
の
措
置
で
あ
る
な
ら
ば
、
今
後
、

何
年
程
度
の
発
行
が
必
要
と
考
え
る
の
か
。

答　

今
回
の
発
行
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
に
よ
る
収
支
不
足
の
解
消
を
図
る
た
め

で
あ
り
、
中
核
市
移
行
に
伴
う
負
担
増
が

直
接
的
な
要
因
で
は
な
い
。
ま
た
、
今
後

数
年
程
度
は
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
中
、
そ
の
間
に
限
っ
た

特
例
的
な
対
応
と
し
て
、
複
数
年
度
に
わ

た
る
発
行
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

ス
モ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
対
策
を

問　

Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
北
口
の
ス
モ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
の
周
辺
住
民
は
受
動
喫
煙
の
被
害

に
苦
し
ん
で
い
る
。
煙
等
の
不
快
感
を
軽

減
す
る
対
策
が
急
務
で
あ
り
、
構
造
的
な

改
善
が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

答　

よ
り
受
動
喫
煙
に
配
慮
し
た
施
設
と

な
り
、
状
況
が
少
し
で
も
改
善
す
る
よ

う
、
今
後
、
関
係
部
局
と
協
議
を
進
め
る
。

桃
山
公
園
等
の
再
整
備
に
つ
い
て

問　

桃
山
公
園
等
再
整
備
計
画
へ
は
、
多

く
の
市
民
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
財
政
が
緊
縮
す
る
な
か
で
予
算

を
投
入
す
る
必
要
性
や
、
今
後
の
地
元
住

民
へ
の
説
明
方
法
に
つ
い
て
見
解
を
問
う
。

答　

公
園
な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
資
本
を

適
正
に
維
持
管
理
す
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
禍

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
将
来
に
わ
た

り
必
要
経
費
を
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
周
辺
住
民
等
に
は
既
に
説
明
を

行
っ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
丁
寧
な
対
応

に
努
め
る
と
と
も
に
、
公
園
ご
と
の
全
体

説
明
会
な
ど
も
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

今
後
の
財
政
運
営
に
係
る
見
解
は

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
税
収
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
人
口
流
入

に
よ
る
税
収
の
増
加
が
頭
打
ち
に
な
る
こ

と
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後

の
財
政
運
営
に
つ
い
て
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　

収
入
と
支
出
の
中
期
的
な
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
、
一
定
規
模
の
財
政
調
整
基

金
を
準
備
す
る
財
政
運
営
を
行
っ
て
き
た

が
、
今
後
も
総
合
的
な
政
策
判
断
に
基
づ

き
、
市
民
に
必
要
な
施
策
を
進
め
た
い
。

市
財
政
に
つ
い
て

問　

２
０
２
０
年
度
の
財
政
収
支
見
込
み

と
、
２
０
２
１
年
度
の
歳
入
見
通
し
を
踏

ま
え
、
コ
ロ
ナ
危
機
を
市
民
と
協
力
し
て

な
ん
と
し
て
も
乗
り
越
え
る
た
め
、
今
後

も
引
き
続
き
、
機
敏
で
思
い
切
っ
た
財
政

出
動
を
求
め
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

地
方
交
付
税
な
ど
の
国
か
ら
の
措
置

に
加
え
、
国
庫
補
助
金
制
度
や
基
金
の
活

用
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
発
行
等
で
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
維
持
に
必
要
な
財
源
の
確
保

を
図
り
、
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

生
活
保
護
制
度
の
改
善
を

問　

困
窮
す
る
市
民
が
福
祉
事
務
所
へ
の

生
活
保
護
申
請
を
た
め
ら
う
最
大
の
理
由

に
、
扶
養
義
務
者
に
対
す
る
扶
養
照
会
が

あ
る
。
市
は
申
請
者
に
対
し
て
、
扶
養
照

会
が
申
請
に
あ
た
っ
て
の
義
務
で
は
な
い

こ
と
を
十
分
説
明
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

扶
養
照
会
は
生
活
保
護
を
受
け
る
た

め
の
要
件
で
は
な
く
、
個
別
に
慎
重
に
検

討
し
、
扶
養
の
可
能
性
が
期
待
で
き
な
い

場
合
等
は
、
扶
養
義
務
者
に
照
会
は
し
な

い
。
申
請
者
に
丁
寧
に
制
度
を
説
明
し
た

う
え
で
必
要
に
応
じ
書
面
に
て
実
施
す
る
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
考
え
は

問　

全
国
各
地
の
自
治
体
の
首
長
が
新
型

コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
そ
れ

ぞ
れ
の
考
え
を
表
明
し
て
い
る
。
市
長
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
考
え
を
問
う
。

答

市
長　

国
が
責
任
を
持
っ
て
認
証
し
、

国
民
が
そ
の
内
容
を
理
解
し
て
接
種
す
る

か
否
か
を
判
断
で
き
る
材
料
を
提
供
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
本
市
で
も
、
接

種
を
迷
う
市
民
が
後
悔
し
な
い
判
断
が
で

き
る
よ
う
、
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
の
発
行
は

問　

ワ
ク
チ
ン
の
感
染
予
防
効
果
が
期
待

で
き
な
い
中
で
、
接
種
の
証
明
書
等
の
発

行
は
市
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
と

考
え
る
が
見
解
を
問
う
。
ま
た
、
市
内
で

接
種
証
明
を
入
店
条
件
と
し
て
求
め
る
店

舗
が
あ
っ
た
場
合
、
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

答　

法
令
に
基
づ
き
予
防
接
種
済
証
の
交

付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
独

自
の
証
明
書
等
の
発
行
予
定
は
な
い
。
ま

た
、
接
種
の
有
無
に
よ
る
市
民
の
行
動
制

限
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、

該
当
事
案
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
適
切
な
対
応
を
検
討
す
る
。

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

松ま

つ

尾お　

翔
し
ょ
う

太た

自
由
民
主
党
絆
の
会

白し

ら

石い

し　
　

透
と
お
る

日
本
共
産
党

竹た

け

村む

ら　

博ひ

ろ

之ゆ

き

吹
田
新
選
会

石い

し

川か

わ　
　

勝
ま
さ
る
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コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
的
に
孤
立
す
る 

方
々
へ
の
相
談
体
制
等
の
強
化
を

問　

社
会
的
に
孤
立
す
る
方
々
へ
の
対
応

は
、
各
部
単
独
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題

も
多
く
、
関
係
機
関
が
横
断
的
に
対
応
す

る
体
制
を
構
築
す
べ
き
で
な
い
か
。

答
副
市
長　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
、

社
会
的
な
孤
立
は
課
題
で
あ
り
、
多
様
な

支
援
が
必
要
で
あ
る
。
個
別
の
状
況
に
応

じ
た
適
切
な
支
援
が
行
え
る
よ
う
、
引
き

続
き
組
織
間
の
連
携
を
密
に
し
取
り
組
む
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
の
実
態
は

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の

実
態
等
を
市
は
把
握
し
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
が
直
接
声
を
上
げ
ら
れ

る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

保
育
所
等
で
は
健
康
観
察
等
を
通
し
、

状
況
把
握
に
努
め
る
と
と
も
に
、
学
校
生

活
で
も
教
職
員
等
に
よ
る
見
守
り
を
継
続

し
、
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

答
市
長　

総
合
的
な
見
地
か
ら
の
多
様
な

意
見
を
、
今
後
の
支
援
の
参
考
と
し
た
い
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
に
支
援
を

問　

不
登
校
の
児
童
、
生
徒
は
増
加
傾
向

で
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
教
育
環
境
の
実
現
を
目
指
し
、

行
政
、
地
域
、
民
間
が
共
に
多
様
な
問
題

に
取
り
組
む
べ
き
だ
が
、
所
見
を
問
う
。

答　

社
会
的
自
立
を
実
現
す
る
た
め
、
専

門
家
等
と
の
連
携
は
有
効
と
考
え
る
。

答
教
育
長　

各
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が

ら
、
新
た
に
不
登
校
に
陥
る
状
況
を
生
み

出
さ
な
い
取
り
組
み
に
も
注
力
す
る
。

フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
活
用
を
検
討
せ
よ

問　

住
宅
地
等
へ
の
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
提

供
の
社
会
実
験
を
行
う
と
と
も
に
、
フ
ー

ド
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
災
害
時
の
避
難
所
支

援
等
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
事
業
機
会

の
提
供
の
仕
組
み
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答
副
市
長　

フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
多
様
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

他
市
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、
本
市
の
魅

力
向
上
や
事
業
者
支
援
な
ど
に
資
す
る
、

効
果
的
な
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い
く
。

個
人
事
業
主
等
へ
市
独
自
の
支
援
を

問　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
個

人
事
業
主
等
に
対
し
、
国
や
府
が
行
う
支

援
制
度
の
対
象
外
と
な
る
事
業
者
が
多
数

あ
る
。
国
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
市
独
自
の
支
援
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

答　

本
市
独
自
の
支
援
施
策
は
実
施
し
て

き
た
が
、
依
然
と
し
て
多
く
の
市
内
事
業

者
が
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
引
き

続
き
、
市
内
事
業
者
が
必
要
と
す
る
支
援

を
検
討
し
、
迅
速
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

こ
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
へ
の
対
応
は

問　

こ
ど
も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
カ
ー
ド
は
合
計
３
回
、

約
９
万
枚
配
付
さ
れ
、
２
８
０
枚
も
の
返

信
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
児
童
、
生

徒
に
対
し
、
個
別
返
信
を
し
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
だ
。
市
長
は
ど
う
考
え
る
の
か
。

答

市
長　

配
付
は
緊
急
的
措
置
で
あ
り
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
行
為
で
あ
っ
た
。
そ
の
趣

旨
が
現
場
に
十
分
伝
わ
ら
な
か
っ
た
が
、

今
後
は
新
た
な
シ
ス
テ
ム
で
児
童
や
生
徒

の
声
を
聴
く
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

学
校
規
模
の
適
正
化
を

問　

過
大
校
と
過
小
校
は
、
共
に
学
校
運

営
へ
の
支
障
が
懸
念
さ
れ
る
。
小
学
校
の

35
人
学
級
の
実
現
に
向
け
、
校
舎
の
新
築

等
だ
け
で
な
く
、
通
学
区
域
の
変
更
を
検

討
す
る
の
に
併
せ
て
、
学
校
規
模
の
適
正

化
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

子
供
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は

何
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
教
室
の
確
保
や

学
校
規
模
の
適
正
化
も
視
野
に
入
れ
、
検

討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質問（個人質問）

今定例会では26人の議員が質問（個人質問）

を行いました。

吹
田
新
選
会

有あ

り

澤さ

わ　

由ゆ

真ま

日
本
共
産
党

玉た

ま

井い

美み

樹き

子こ

公
　
明
　
党

小こ

北き

た　

一か

ず

美み

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

五い

十そ

川が

わ

有ゆ

香か

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

川か

わ

本も

と　
　

均
ひ
と
し

公
　
明
　
党

野の

田だ　

泰や

す

弘ひ

ろ

自
由
民
主
党
絆
の
会

石い

し

田だ　

就
し
ゅ
う

平へ

い
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市
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進
せ
よ

問　

市
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
く
に

は
、
市
民
等
に
そ
の
目
的
を
示
す
べ
き
で

あ
る
。
例
え
ば
、「
誰
も
来
な
く
て
い
い
市

役
所
」の
実
現
を
最
終
目
標
と
定
め
、
そ
れ

に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
組

織
改
正
も
含
め
て
全
庁
的
に
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　

デ
ジ
タ
ル
化
の
付
加
価
値
を
市

民
へ
発
信
す
る
と
と
も
に
、
実
現
に
向
け
、

必
要
な
組
織
や
人
材
の
強
化
を
図
る
。

北
千
里
駅
前
地
区
再
開
発
に
つ
い
て

問　

多
数
の
市
民
が
利
用
す
る
北
千
里
駅

前
の
千
里
北
地
区
セ
ン
タ
ー
は
老
朽
化
し
、

再
開
発
が
必
要
だ
が
、
そ
の
進し

ん

捗
ち
ょ
く

状
況
が

市
民
に
十
分
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
今
後
の

再
開
発
の
進
め
方
も
含
め
、
見
解
を
問
う
。

答　

民
間
施
行
の
再
開
発
事
業
の
実
現
性

の
検
討
と
併
せ
て
、
都
市
計
画
決
定
に
つ

な
げ
る
た
め
の
街
区
整
備
計
画
策
定
業
務

を
進
め
て
お
り
、
今
後
も
地
権
者
等
と
事

業
実
現
に
向
け
た
検
討
に
取
り
組
む
。

江
坂
公
園
の
遊
具
ス
ペ
ー
ス
拡
充
を

問　

江
坂
公
園
の
利
用
者
は
子
育
て
世
代

が
多
い
が
、
利
用
人
数
に
比
べ
て
遊
具
が

少
な
く
、
異
な
る
年
齢
層
の
子
供
が
入
り

交
じ
っ
て
遊
ん
で
い
る
た
め
、
危
険
な
場

面
も
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
同
公

園
の
再
整
備
に
あ
た
り
、
遊
具
ス
ペ
ー
ス

の
拡
充
を
求
め
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

利
用
年
齢
に
よ
る
エ
リ
ア
分
け
や
拡

充
に
つ
い
て
は
、
市
が
一
定
の
条
件
を
示

し
つ
つ
、
事
業
者
に
提
案
を
求
め
て
い
く
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整
備
促
進
を

問　

第
６
期
障
が
い
福
祉
計
画
と
第
２
期

障
が
い
児
福
祉
計
画
策
定
に
係
る
社
会
福

祉
審
議
会
の
答
申
で
も
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

の
整
備
促
進
が
求
め
ら
れ
た
が
、
整
備
促

進
策
等
に
つ
い
て
の
市
の
所
見
を
問
う
。

答　

計
画
策
定
時
に
整
備
の
重
要
性
等
を

再
認
識
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況
だ
が
、
見

込
み
量
の
達
成
へ
、
取
り
組
み
を
進
め
る
。

答

副
市
長　

課
題
の
整
理
等
を
進
め
、
障

が
い
福
祉
計
画
の
着
実
な
推
進
に
努
め
る
。

「議　員」

教えて！議会のこと⑤

　議員は、吹田市内に住む25歳以上の人の中から、４年ごとに市民の皆さんの選挙によって

選ばれます。本市の議員定数は、議員定数条例により、36人と定めています。

　現在の議員の任期は、令和元年（2019年）５月

27日から令和５年（2023年）５月26日までです。

　また、議会の選挙によって、議長と副議長が議

員の中から選ばれます。議長は議会を代表し、議

事を整理し、議会の事務を統理するなどの特別の

権限が与えられています。副議長は、議長が病気

や出張などで職務が執れないときに、その代わり

を務めます。

吹田市イメージキャラクター

すいたん

日
本
共
産
党

塩し

お

見み

み
ゆ
き

自
由
民
主
党
絆
の
会

澤さ

わ

田だ　

直な

お

己き

民
主
・
立
憲
フ
ォ
ー
ラ
ム

西に

し

岡お

か　

友と

も

和か

ず

自
由
民
主
党
絆
の
会

泉い

ず

井い　

智と

も

弘ひ

ろ
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事
業
活
動
に
対
す
る
迅
速
な
支
援
を

問　

こ
の
間
の
市
の
中
小
事
業
者
支
援
は
、

対
象
が
限
定
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
対
象
外

と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
境
に
立
つ
文
化
芸
術
活
動

等
へ
の
迅
速
な
支
援
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

多
く
の
事
業
者
に
深
刻
な
影
響
が
及

ん
で
お
り
、
行
政
の
支
援
策
が
期
待
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
多
様
な
分
野
に

お
け
る
事
業
活
動
で
必
要
と
さ
れ
る
支
援

を
検
討
し
、
迅
速
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策
の
強
化

問　

市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
今
で
き
る
感
染
予
防
対
策

と
今
後
取
り
組
む
べ
き
対
策
を
整
理
し
、

庁
舎
が
感
染
の
も
と
と
な
ら
な
い
よ
う
、

対
策
の
強
化
を
要
望
す
る
が
ど
う
か
。

答　

消
毒
な
ど
の
対
策
に
つ
い
て
、
民
間

施
設
等
の
取
り
組
み
状
況
を
参
考
に
手
法

を
検
討
し
た
う
え
で
対
応
す
る
。
引
き
続

き
、
市
民
等
の
安
全
を
守
る
た
め
、
庁
舎

内
の
感
染
症
予
防
対
策
に
努
め
て
い
く
。

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
の
徹
底
を

問　

本
市
で
も
特
殊
詐
欺
被
害
は
継
続
し

て
発
生
し
て
お
り
、
深
刻
な
状
況
に
あ
る
。

こ
れ
以
上
の
被
害
を
出
さ
な
い
よ
う
、
各

地
域
へ
回
覧
板
等
に
よ
る
啓
発
や
、
各
種

団
体
と
連
携
し
、
被
害
情
報
の
共
有
や
防

止
対
策
の
周
知
を
徹
底
し
て
は
ど
う
か
。

答　

引
き
続
き
、
地
域
等
と
の
情
報
共
有

を
徹
底
し
、
見
守
り
等
の
活
動
に
連
携
し

て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
今
後
さ
ら
な
る

被
害
防
止
対
策
の
啓
発
、
強
化
に
努
め
る
。

桃
山
公
園
再
整
備
へ
の
市
民
参
画

問　

本
市
の
市
民
参
画
の
推
進
に
関
す
る

指
針
で
は
、
市
民
が
政
策
立
案
等
の
過
程

に
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
の
公
園
再
整
備
計
画
の
策

定
に
関
し
て
は
、
市
民
参
画
が
図
ら
れ
な

か
っ
た
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
に
よ
る
市

民
参
画
手
法
を
採
用
し
、
広
く
市
民
か
ら

意
見
を
聴
取
し
て
お
り
、
指
針
等
の
趣
旨

か
ら
は
逸
脱
し
て
い
な
い
と
考
え
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
係
る
教
育
を

問　

子
ど
も
た
ち
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
適
切
に
利

活
用
し
、
行
動
の
善
悪
を
自
分
で
判
断
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ

ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
の
実
施
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
所
見
を
問
う
。

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に
活
用
す
る
中
で
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
が
公
共
の
場
だ
と
認
識
し
、

適
切
で
責
任
の
あ
る
行
動
を
取
る
た
め
に
、

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
力
を
育
む
教
育
で

あ
り
、
本
市
で
も
積
極
的
に
推
進
し
た
い
。

市
長
の
恣し

意い

的て
き

な
規
則
改
正
を
問
う

問　

道
路
本
復
旧
制
度
認
定
に
つ
い
て
、

市
長
答
弁
を
辞
書
で
調
べ
る
と
、
定
量
的
・

半
定
量
的
判
断
は
数
値
を
も
っ
て
客
観
的

で
あ
り
、
定
性
的
判
断
は
主
観
的
で
誤
り

で
あ
る
。
数
値
デ
ー
タ
を
挙
げ
説
明
せ
よ
。

答　

数
値
化
で
の
判
断
は
望
ま
し
く
な
い
。

答
副
市
長　

数
値
デ
ー
タ
に
基
づ
く
と
は

ど
こ
に
も
書
い
て
い
な
い
。
多
様
な
要
素

を
も
っ
て
客
観
性
の
判
断
と
考
え
て
い
る
。

答
市
長　

部
長
答
弁
の
と
お
り
で
あ
る
。

環
境
配
慮
に
よ
る
コ
ス
ト
ア
ッ
プ

問　

新
築
建
築
物
の
環
境
性
能
の
向
上
な

ど
、
本
市
が
行
う
環
境
に
配
慮
し
た
取
り

組
み
に
伴
う
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
具
体
的
に

市
民
に
説
明
し
、
理
解
を
得
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
問
う
。

答
市
長　

本
市
が
目
指
す
環
境
ま
ち
づ
く

り
の
ポ
リ
シ
ー
は
、
環
境
配
慮
が
不
十
分

な
従
来
型
の
事
業
活
動
を
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
せ
ず
、
環
境
配
慮
に
よ
る
支
出
差
額
を

も
っ
た
い
な
い
も
の
と
は
見
な
さ
な
い
。

議会の会議録の検索、閲覧ができます

　本会議や委員会の会議録を公開しています。市

議会ホームページの会議録検索システムから、パ

ソコン、スマートフォン等を使用し、会議録をご

覧いただけます。

　また、市役所の市民総務室（情報公

開）や図書館等にも会議録を備えてい

ます。

日
本
共
産
党

山や

ま

根ね　

建た

け

人と

日
本
共
産
党

柿か

き

原は

ら　

真ま

生き

市議会の

ホームページ

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

高た

か

村む

ら　

将ま

さ

敏と

し

無
所
属
ク
ラ
ブ

生い

く

野の　

秀ひ

で

昭あ

き

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

橋は

し

本も

と　
　

潤
じ
ゅ
ん

自
由
民
主
党
絆
の
会

里さ

と

野の　

善よ

し

徳の

り

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

斎さ

い

藤と

う　
　

晃
あ
き
ら
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図
書
館
に
本
の
除
菌
機
器
の
導
入
を

問　

書
籍
を
除
菌
す
る
機
器
を
導
入
し
て

い
る
自
治
体
が
あ
る
。
本
市
図
書
館
で
の

導
入
状
況
と
、
未
設
置
の
図
書
館
へ
の
導

入
の
検
討
に
つ
い
て
、
見
解
を
問
う
。

答　

千
里
図
書
館
と
健
都
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

で
は
、
窓
口
業
務
等
を
行
っ
て
い
る
事
業

者
が
設
置
し
て
い
る
。
未
設
置
の
図
書
館

に
つ
い
て
は
、
事
業
者
と
検
討
し
て
い
く
。

答

副
市
長　

図
書
館
利
用
促
進
の
た
め
、

教
育
委
員
会
と
設
備
の
充
実
に
努
め
た
い
。

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
用
い
た
取
り
組
み

問　

他
市
で
は
に
ぎ
わ
い
創
出
や
事
業
者

支
援
等
の
た
め
の
施
策
と
し
て
、
公
園
な

ど
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
を
出
店
さ
せ
る
事
業

の
実
証
実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本

市
で
の
事
業
実
施
に
向
け
た
見
解
を
問
う
。

答　

先
行
市
を
参
考
に
、
市
内
事
業
者
参

画
の
可
能
性
や
地
域
経
済
へ
の
影
響
等
を

踏
ま
え
、
公
園
等
で
の
実
施
を
検
討
す
る
。

答
副
市
長　

本
市
の
魅
力
向
上
や
事
業
者

支
援
に
資
す
る
よ
う
、
検
討
し
て
い
く
。

Ｕ
Ｓ
Ｊ
と
連
携
し
た
接
遇
研
修
を

問　

市
民
対
応
力
の
向
上
の
た
め
、
若
手

職
員
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル･

ス
タ
ジ
オ･

ジ
ャ
パ

ン
等
の
民
間
企
業
か
ら
、
接
遇
を
学
ぶ
べ

き
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
同
テ
ー
マ
パ
ー

ク
の
現
場
で
接
遇
の
研
修
を
受
け
る
な
ど
、

今
後
同
企
業
と
連
携
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答　

職
員
の
接
遇
や
市
民
対
応
力
の
向
上

等
の
た
め
、
今
後
と
も
、
同
企
業
を
は
じ

め
と
す
る
民
間
企
業
の
よ
さ
を
生
か
す
効

果
的
な
研
修
の
実
施
方
法
等
を
検
討
す
る
。

生
活
困
窮
者
に
支
援
が
届
く
広
報
を

問　

今
後
も
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
困
窮
支

援
は
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
情
報
が
市
民
に
行
き
届
く
よ

う
、
市
民
が
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
す
る
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル
と
し
て
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

副
市
長　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
緊
急
時

に
限
ら
ず
、
日
常
の
情
報
収
集
の
中
心
に

な
る
も
の
だ
と
認
識
し
て
お
り
、
Ａ
Ｉ
等

も
活
用
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
。

避
難
所
案
内
板
の
標
準
化
は

問　

避
難
所
の
案
内
板
は
、
国
籍
等
を
問

わ
ず
、
誰
も
が
理
解
で
き
る
よ
う
、
多
言

語
表
記
や
共
通
の
図
記
号
の
使
用
が
必
要

で
あ
る
。
過
去
の
答
弁
で
、
案
内
板
は
計

画
的
に
整
備
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

市
内
全
避
難
所
で
実
現
し
て
い
る
の
か
。

答　

内
閣
府
の
通
知
に
基
づ
き
、
令
和
２

年
度
末
ま
で
に
、
全
避
難
所
で
、
多
言
語

化
や
図
記
号
の
標
準
化
、
夜
間
視
認
性
の

確
保
を
し
た
案
内
板
に
更
新
予
定
で
あ
る
。

山
田
三
ツ
辻
交
差
点
の
安
全
対
策
を

問　

山
田
三
ツ
辻
交
差
点
の
安
全
対
策
は
、

地
元
住
民
の
積
年
の
課
題
で
あ
る
。
２
０

２
１
年
度
予
算
案
に
関
連
経
費
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

と
対
策
を
進
め
る
う
え
で
の
課
題
を
示
せ
。

答　

歩
道
橋
設
置
に
よ
る
安
全
対
策
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、
限
ら
れ
た
ス

ペ
ー
ス
で
の
工
法
検
討
や
技
術
的
課
題
を

解
決
し
、
沿
線
地
権
者
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
事
業
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

公
共
施
設
に
給
水
ス
ポ
ッ
ト
設
置
を

問　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
減
量
推
進
の

た
め
、
マ
イ
ボ
ト
ル
等
で
利
用
で
き
る
給

水
ス
ポ
ッ
ト
を
公
共
施
設
に
設
置
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
減
量
推
進
の

た
め
、
マ
イ
ボ
ト
ル
利
用
促
進
の
観
点
か

ら
も
、
市
役
所
本
庁
舎
を
は
じ
め
と
す
る

公
共
施
設
へ
の
給
水
ス
ポ
ッ
ト
の
導
入
に

つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
討
す

る
。

地
域
防
犯
カ
メ
ラ
の
維
持
管
理
費
は 

市
が
負
担
せ
よ

問　

地
域
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
支
援
モ
デ
ル

事
業
の
実
施
地
域
で
は
、
機
器
の
維
持
管

理
費
用
を
地
域
が
負
担
し
て
い
る
。
過
去

の
答
弁
で
、
機
器
の
更
新
時
期
に
合
わ
せ
、

市
が
管
理
運
用
す
る
機
器
へ
整
理
、
統
合

を
検
討
す
る
と
あ
っ
た
が
、
所
見
を
問
う
。

答　

自
治
会
や
吹
田
警
察
署
の
意
見
か

ら
、
防
犯
上
効
果
的
な
位
置
に
あ
る
も
の

は
、
市
が
管
理
を
行
う
機
器
に
更
新
す
る
。

公
　
明
　
党

井い

の

上う

え

真ま

佐さ

美み

自
由
民
主
党
絆
の
会

藤ふ

じ

木き　

栄え

い

亮す

け

公
　
明
　
党

坂さ

か

口ぐ

ち　

妙た

え

子こ

公
　
明
　
党

吉よ

し

瀬せ　

武た

け

司し

大
阪
維
新
の
会
・
吹
田

井い

口ぐ

ち　

直な

お

美み

日
本
共
産
党

益ま

す

田だ　

洋よ

う

平へ

い

市
民
と
歩
む
議
員
の
会

池い

け

渕ぶ

ち

佐さ

知ち

子こ

公
　
明
　
党

矢や

野の

伸し

ん

一い

ち

郎ろ

う
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※ 分科会や委員会の質疑内容等は、委員会記録をご覧ください。また、本会議での賛否の状況は、14、15面の議決結果をご覧ください。

常任委員会の審査から

予
算
常
任
委
員
会

【
審
査
案
件
】

予
算
関
係
の
議
案

　

予
算
常
任
委
員
会
に
は
予
算
案
22
件

が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
本
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
等
に

配
慮
し
た
運
営
を
行
っ
た
た
め
、
総
括

質
疑
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

議案第27号　令和３年度一般会計予算

　総額1,407億6,073万円、前年度比4.1％の増

議案第28～35号　 令和３年度特別会計予算 

（国民健康保険等８件）

　総額755億4,328万円、前年度比6.7％の増

議案第36、37号　 令和３年度事業会計予算 

（水道、下水道）

　総額262億7,729万円、前年度比10.7％の減

主 な 付 託 案 件

議案第27号　令和３年度一般会計予算
賛成多数で

承  認

〈主な内容〉

○フレイル等予防推進事業 578万円

　 高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に

ついて、令和元年度のモデル実施を踏まえ、地

域の通いの場等を活用した総合的なフレイル等

予防の推進に係る経費

○北千里小学校跡地複合施設整備事業

 6億326万円

　 北千里小学校跡地における複合施設（児童セン

ター、公民館、図書館）の建設工事の実施に係る

経費、指定管理者による管理、運営の実施に係

る事業者の選定に係る経費

○北部消防庁舎等複合施設建設事業

 6億8,357万円

　 北消防署、中消防庁舎、教育センターおよび土

木庁舎等の各機能を集約した北部消防庁舎等複

合施設の建設工事の実施に係る経費

○情報システム運用事業 2,234万円

　 インターネット会議システムおよび庁内テレビ

会議システムの導入に係る経費、職員用テレワー

クシステムおよびコミュニケーションツールの

導入に係る経費

○市税等収入整理事業等 305万円

　 市税の納付、住民票等の各種証明書交付手数料

等の支払いにおけるキャッシュレス決済の導入

に係る経費

○ 情報システム運用・ 

保育幼稚園システム事業 7,854万円

　 公立保育所等へのパソコン、タブレット端末の

増設に係る経費、公立保育所等における、会計

年度任用職員の出退勤管理および園児の登降園

管理等を支援するシステムの導入に係る経費

○公立保育所管理事業等 315万円

　 公立保育所等における使用済み紙おむつの廃棄

処分の実施に係る経費

北千里小学校跡地複合施設の完成イメージ図
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〈内容〉

○介護保険運営事業ほか 総額298億9,104万円

○公共交通施設等対策事業 3,326万円

　 江坂駅北側におけるエレベーターの設置に係る

経費、千里山地区におけるコミュニティバスの

試験運行の実施に係る経費

○公園等管理・整備事業 1,072万円

　 江坂公園および桃山公園における、官民連携に

よる便益施設の整備等および指定管理者による

管理、運営の実施に係る事業者の選定に係る経

費、千里北公園および中の島公園における、官

民連携による便益施設の整備等および指定管理

者による管理運営等の検討に係る経費

○防災対策事業 909万円

　 豊津・江坂・南吹田地域における備蓄倉庫(旧吹

田第二幼稚園跡地)の整備のための設計業務に係

る経費

○佐井寺西土地区画整理・用地取得事業 

 38億8,296万円

　 佐井寺西地区の都市計画道路等の整備に合わせ

た土地区画整理事業の手法による秩序ある良好

なまちづくりの推進に係る経費

現在別の地区で走行中のコミュニティバス

備蓄倉庫整備予定地

議案第31号　令和３年度介護保険特別会計予算
賛成多数で

承  認

〈賛成意見の概要〉

○ コロナ禍の影響による税収減や国の交付金等の不確定要素が多い中での予算編成となっているが、市民ニー

ズに応じた各種施策の推進および拡充等を要望し、予算案に賛成する。

○ 本案には賛成するが、今後税収は減少し、厳しい財政運営を強いられるのは明白であり、減少する財政調整

基金の積み直しも必要である。すべての施策等において合理性と効率性を追求し、職員の時間外勤務を最低

限に抑えるなど支出削減に努めるべきである。

〈反対意見の概要〉

○ 都市公園の再整備計画や北千里小学校跡地複合施設に係る指定管理者制度の導入の意思決定において、市民

の市政への参画という住民自治をないがしろにする本市の姿勢には問題があり、それらが含まれた予算には

賛成できない。

〈その他の意見の概要〉

○ 都市公園条例および都市公園法施行条例の一部改正に関連する予算が含まれているため、本会議の討論・採

決まで態度を保留し、退席する。

令和 3年 6月１日発行9
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概
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　市議会は、市長や議員などから提出された議案などを審議します。個々の議員の賛否の意思

表明を「表決」といい、その結果として得られる市議会全体としての意思の決定を「議決」といい

ます。14、15面に掲載しているように、「議決」には、対象となる事項、事柄により、可決（原

案可決）、否決、承認、同意、認定、採択など、さまざまな

呼び方があります。

　市議会が議決する事項（議決事件）は、地方自治法に定めら

れており、その主なものは次のとおりです。

　〇条例を制定、改正、廃止すること。

　〇予算の決定や決算の認定を行うこと。

　〇 条例で定める契約締結、財産の取得や処分に関すること。

　〇 その他、法律や条例などで市議会の権限とされていること。

「議　決」

教えて！議会のこと⑥

財
政
総
務
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

防
犯
・
防
災
、
消
防
、
行
財
政
な
ど

　

財
政
総
務
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

１
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第４号　会計年度任用職員の給与等条例の一部改正

　会計年度任用職員の期末手当の改定等を行うものです。

議案第４号　会計年度任用職員の給与等条例の一部改正
全員賛成で

承  認

○ 期末手当のマイナス改定は、会計年度任用職員の生活に大きな影響を与えることが懸念されるが、原則であ

る労使合意を尊重し、賛成する。今後は、制度の目的である同一労働同一賃金の実現とモチベーション向上

のため、処遇改善に努められたい。

〈賛成意見の概要〉

付 託 案 件
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〈主な質疑項目〉 〈反対意見の概要〉

〈反対意見の概要〉

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

文
教
市
民
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

教
育
、
文
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど

　

文
教
市
民
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

３
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

付
託
案
件
お
よ
び
主
な
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第17号　図書館条例の一部改正　

　 北千里図書館を設置し、北千里図書館および江坂図書館の一部の業務に

ついて、指定管理者制度を導入するものです。

議案第18号　公民館条例の一部改正

　 北千里地区公民館を移転し、北千里地区公民館の一部の業務について指

定管理者制度を導入するものです。

議案第19号　子育て青少年拠点夢つながり未来館条例の一部改正

　子育て青少年拠点夢つながり未来館の青少年活動サポートプラザにお

　ける指定管理者の業務を拡大するものです。

付 託 案 件

○ 指定管理者制度を導入する複合施設において、こ

れまでと同様に配置される地区公民館長の業務が

過大となることへの懸念

○ 市と指定管理者で責任の所在を確認し、徹底する

必要性

○ 複合施設の特色に応じた、新たな指定管理者候補

者選定基準の検討

　北千里図書館には専任の館長が配置されず、市と指定管理者との連携会議の実施も明言されていない。何よ

りも市民意見の反映や、３施設連携の在り方の明確化がなされていないため、本案に反対する。

　北千里地区公民館

の一部業務への指定

管理者制度導入後も

企画運営方法には変

更がなく、制度導入の目的が不明確である。何より

も市民意見の反映や複合施設内連携の在り方の明確

化がなされていないため、本案に反対する。

○ 北千里小学校跡地複合施設内に設置予定の公民

館、児童センターとの連携を担保する方策

○ 同施設内に設置する３施設の融合での事業を具体

化できない中で、拙速に指定管理者制度を導入す

ることの是非

○ 市と指定管理者で責任の所在を確認し、徹底する

必要性

○北千里図書館における市民ニーズの集約方法

○ 指定管理者により新たに実施される自主事業への

期待

○ 指定管理者制度を導入している健都ライブラリー

において、市民ニーズを反映した過程

○ 健都ライブラリーで行う健康寿命延伸の独自の取

り組みが後退すると解釈されるような条文に改正

することの是非

○ 将来を見据えた図書館の在り方の検討

○複雑・多様化する青少年の課題に対応するため、青少年相談業務の直営を堅持する必要性

○指定管理者の業務の拡大を契機とした青少年活動サポートプラザが新たに担うべき役割の検討

議案第17号　図書館条例の一部改正

議案第18号　公民館条例の一部改正

議案第19号　子育て青少年拠点夢つながり未来館条例の一部改正

賛成多数で

承  認

賛成多数で

承  認

全員賛成で

承  認

現在の北千里地区公民館
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健
康
福
祉
常
任
委
員
会

【
審
査
分
野
】

福
祉
、
医
療
、
子
育
て
な
ど

　

健
康
福
祉
常
任
委
員
会
に
は
条
例
案

５
件
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
付
託
案
件
お
よ
び
審
査
内
容
・

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議案第２号　無料低額宿泊所の設備及び運営に関する基準を定める条例

　 社会福祉法の一部改正に伴い、無料低額宿泊所の設備および運営に関す

る基準を定めるものです。

議案第５号　児童会館条例の一部改正

　 北千里児童センターの設置、指定管理者の範囲の拡大等を行うもので

す。

議案第８号　国民健康保険条例の一部改正

　保険料の賦課割合の改定等を行うものです。

議案第２号　無料低額宿泊所の設備及び運営に関する基準を定める条例

議案第５号　児童会館条例の一部改正

議案第８号　国民健康保険条例の一部改正

○施設の定員の変更に対する考え方

○設備や運営に関する女性入居者への配慮の状況

○ 全国的に問題となっている不適切な食事提供や入居期間の

長期化などに関する市内の施設の状況

○市営住宅を活用した本事業の実施

○ 本条例改正後も地域住民団体による管理運営の実

現に向けて市が積極的に取り組む必要性

○ 複合施設の管理運営を一体的に行うメリットが明

確でない中、指定管理者制度導入を前提に条例改

正することの是非

○ 北千里児童センター閉館後の時間帯に中学生から

18歳までの青少年の居場所として活用する方策

○ 複合施設としてだけではなく、児童センター本来

の機能に対する市民ニーズに応える必要性
○ 児童館の設置には賛成だが、民間への指定管理者

制度導入を前提とした範囲の拡大は問題であり、

営利目的の自主事業が含まれる可能性も高く、同

館を大きく変質させる可能性もあるため、賛成で

きない。

○保険料が増額となる多人数世帯を対象とした市独自の負担軽減策を実施する考えの有無

全員賛成で

承  認

賛成多数で

承  認

賛成多数で

承  認

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

主 な 付 託 案 件

〈反対意見の概要〉
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議案第９号　市営住宅条例の一部改正

　 市営住宅等の管理に係る業務の一部について指定管理者制度を導入する

とともに、駐車場の使用料の改定を行うものです。

議案第15、16号　都市公園条例等の一部改正

　 公園の管理に係る業務の一部について指定管理者制度を導入するととも

に、認定公募設置等計画に基づき設ける自転車駐車場等の占用料の設定

等を行うものです。あわせて、公募設置管理制度の導入に伴い、認定公

募設置等計画に基づき設ける公募対象公園施設の建ぺい率の特例を定め

るものです。

議案第９号　市営住宅条例の一部改正

議案第15号　都市公園条例の一部改正

議案第16号　都市公園法施行条例の一部改正

全員賛成で

承  認

賛成多数で

承  認

〈主な質疑項目〉

〈主な質疑項目〉

○ 平成９年以降、駐車場の使用料を改定していない理由および

一律の使用料を今後、市営住宅ごとに改定する可能性

○同使用料に係る減免措置の有無

○指定管理者が行う業務内容

○ 指定管理者による家賃等の収納率維持の取り組み

○ 指定管理者制度導入後における入居者等の個人情報の取り扱い

○ 都市公園法に導入された新制度の活用等により、

官民連携による都市公園等の再整備、管理運営を

推進することに賛成の立場であり、現状の価値を

毀損しないことや地域課題を解消することなどに

留意し、運用されたい。

○ 効率化を理由に公園の維持管理を民間に委ねるこ

とに、多くの市民が懸念の声を上げている。市民

への説明が不十分な中で拙速に事業を進めること

なく、いったん立ち止まり、計画を見直すべきで

ある。

○ これまで公募設置管理制度のPark-PFIを導入しなかった経緯

○主要８都市公園に同制度を選択した理由

○ 同制度導入に係るパブリックコメントの分析結果および全市

域を対象としたワークショップの実施の必要性

○同制度の公募要件

○ 主要８都市公園の指定管理者制度に係る市と指定管理者の役

割分担

○遊園等に対する同制度導入の可能性

○各都市公園の設置目的を本条例で規定する必要性 再整備予定の桃山公園

主 な 付 託 案 件

〈反対意見の概要〉〈賛成意見の概要〉
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議決結果 ＜全員賛成の議案および報告案件＞

議案番号 案　　　件　　　名 議決結果

報　　告

報告第２号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第３号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第４号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

報告第５号 損害賠償額の決定に関する専決処分について 報告

条　　例

議案第２号 吹田市無料低額宿泊所の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 福 原案可決

議案第３号 岸部中５丁目地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の制定について 建 原案可決

議案第４号 吹田市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 財 原案可決

議案第６号 吹田市立教育・保育施設条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決

議案第７号 吹田市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決

議案第９号 吹田市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

議案第10号 吹田市積立基金条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

議案第11号 吹田市建築基準法施行条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

議案第12号 吹田市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

議案第13号 長野東地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第14号 千里ニュータウン地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

議案第19号 吹田市立子育て青少年拠点夢つながり未来館条例の一部を改正する条例の制定について 文 原案可決

予　　算

議案第28号 令和３年度吹田市国民健康保険特別会計予算 予 原案可決

議案第29号 令和３年度吹田市部落有財産特別会計予算 予 原案可決

議案第30号 令和３年度吹田市勤労者福祉共済特別会計予算 予 原案可決

議案第32号 令和３年度吹田市後期高齢者医療特別会計予算 予 原案可決

議案第33号 令和３年度吹田市公共用地先行取得特別会計予算 予 原案可決

議案第34号 令和３年度吹田市病院事業債管理特別会計予算 予 原案可決

議案第35号 令和３年度吹田市母子父子寡婦福祉資金貸付特別会計予算 予 原案可決

議案第36号 令和３年度吹田市水道事業会計予算 予 原案可決

議案第37号 令和３年度吹田市下水道事業会計予算 予 原案可決

議案第39号 令和２年度吹田市一般会計補正予算（第16号） 予 原案可決

議案第40号 令和２年度吹田市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 予 原案可決

議案第41号 令和２年度吹田市部落有財産特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決

議案第42号 令和２年度吹田市勤労者福祉共済特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決

議案第43号 令和２年度吹田市介護保険特別会計補正予算（第２号） 予 原案可決

議案第44号 令和２年度吹田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 予 原案可決

議案第45号 令和２年度吹田市公共用地先行取得特別会計補正予算（第１号） 予 原案可決

議案第46号 令和２年度吹田市水道事業会計補正予算（第３号） 予 原案可決

議案第47号 令和２年度吹田市下水道事業会計補正予算（第１号） 予 原案可決

議案第48号 令和３年度吹田市一般会計補正予算（第１号） 予 原案可決

議案第49号 令和２年度吹田市一般会計補正予算（第17号） 予 原案可決

議案第53号 令和２年度吹田市一般会計補正予算（第18号） 原案可決

その他の議案

議案第20号 （仮称）南千里駅前公共公益施設整備事業契約の一部変更について 可決

議案第21号 佐竹千里山駅線道路改良工事請負契約の一部変更について 可決

議案第22号 公用車の交通事故に係る損害賠償額の決定について 建 可決

議案第23号 市道の管理の瑕疵による事故に係る損害賠償額の決定について 建 可決

議案第24号 包括外部監査契約の締結について 可決

議案第25号 市道路線の認定について 建 可決

議案第26号 吹田市名誉市民の称号の贈呈について 可決

議案第50号 吹田市北千里小学校跡地複合施設建設工事（建築工事）請負契約の締結について 可決

議案第51号 吹田市北千里小学校跡地複合施設建設工事（電気設備工事）請負契約の締結について 可決

議案第52号 吹田市北千里小学校跡地複合施設建設工事（機械設備工事）請負契約の締結について 可決

議案第55号 吹田市教育委員会委員の選任について 同意

議案第56号 吹田市公平委員会委員の選任について 同意

委員会提出議案

市会議案第１号 吹田市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

令和 3年 6月１日発行 14

す い た 市 議 会 だ よ り



賛否一覧表 全員賛成以外の議案について掲載しています。

※案件名の後ろに記載している文字は、その案件が付託された委員会を表しています。記載のない場合は、委員会に付託されていません。

　財…財政総務常任委員会、文…文教市民常任委員会、福…健康福祉常任委員会、建…建設環境常任委員会、予…予算常任委員会

＊１　令和３年度吹田市一般会計補正予算（第２号)の組み替え動議は、商工振興事業に関する予算の組み替えを求めるものです。（井口議員ほか４人提出分）

賛成者は○、反対者は×、欠席者は欠としています。

会派名：大阪維新の会＝大阪維新の会・吹田、民主・立憲＝民主・立憲フォーラム、新選会＝吹田新選会、市民と歩＝市民と歩む議員の会、無＝無所属クラブ

村口議員（日本共産党）は、本会議を欠席したため、上記以外の議案の採決にも加わっていません。

議案番号 案　　　件　　　名 議決結果

市会議案第２号 吹田市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原案可決

市会議案第３号 吹田市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について 原案可決

市会議案第４号 人権擁護委員の推薦に関する意見について 原案可決

＜全員賛成以外の議案＞

条　　例

議案第５号 吹田市立児童会館条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決

議案第８号 吹田市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 福 原案可決

議案第15号 吹田市都市公園条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

議案第16号 吹田市都市公園法施行条例の一部を改正する条例の制定について 建 原案可決

議案第17号 吹田市立図書館条例の一部を改正する条例の制定について 文 原案可決

議案第18号 吹田市公民館条例の一部を改正する条例の制定について 文 原案可決

予　　算

議案第27号 令和３年度吹田市一般会計予算 予 原案可決

議案第31号 令和３年度吹田市介護保険特別会計予算 予 原案可決

議案第38号 令和２年度吹田市一般会計補正予算（第15号） 原案可決

議案第54号 令和３年度吹田市一般会計補正予算（第２号） 原案可決

(議案第54号) (令和３年度吹田市一般会計補正予算（第２号)【議員提出予算組み替え動議】)　＊１ （否決）

議員提出議案

市会議案第５号 特定商取引法及び預託法における契約書等の電子化を拙速に導入しないことを求める意見書 否決

市会議案第６号 預託法及び特定商取引法の改正と法執行の強化を求める意見書 否決

市会議案第７号 大阪府民の医療を守る意見書 否決

市会議案第８号 性犯罪・性暴力被害者への支援の拡充を求める意見書 否決

市会議案第９号 後期高齢者に対する医療費の窓口負担割合の引上げを行わないことを求める意見書 否決

市会議案第10号 長引くコロナ禍の下で、事業主や労働者への支援の継続と拡充を求める意見書 否決

市会議案第11号 女子差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書 原案可決

市会議案第12号 刑法の性犯罪に関する規定について更なる見直しを求める意見書 原案可決

議決結果

日本共産党 公明党 自由民主党絆の会 大阪維新の会 民主・立憲 新選会 市民と歩 無
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議案第５号 原案可決 × 欠 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28 6

議案第８号 原案可決 × 欠 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28 6

議案第15号 原案可決 × 欠 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 25 9

議案第16号 原案可決 × 欠 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 25 9

議案第17号 原案可決 × 欠 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 25 9

議案第18号 原案可決 × 欠 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28 6

予　　算

議案第27号 原案可決 × 欠 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 25 9

議案第31号 原案可決 × 欠 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 28 6

議案第38号 原案可決 ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 29 5

議案第54号 原案可決 ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 29 5

議案第54号
【議員提出動議】

否決 × 欠 × × × ○ × × × × 5 29

議員提出議案

市会議案第５号 否決 ○ 欠 ○ × × × ○ ○ ○ × 15 19

市会議案第６号 否決 ○ 欠 ○ × × × ○ × ○ × 12 22

市会議案第７号 否決 ○ 欠 ○ × × × ○ ○ ○ ○ 16 18

市会議案第８号 否決 ○ 欠 ○ × × × ○ × ○ × 12 22

市会議案第９号 否決 ○ 欠 ○ × × × ○ × × × 9 25

市会議案第10号 否決 ○ 欠 ○ × × × × × ○ × 9 25

市会議案第11号 原案可決 ○ 欠 ○ ○ × × ○ × ○ × 19 15

市会議案第12号 原案可決 ○ 欠 ○ ○ × × ○ × ○ × 19 15
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次回のすいた市議会だより（No.319 臨時会・役員改選合併号）は令和３年（2021年）7月１日発行予定です。

議案審査の詳細な内容等は、本会議録や委員会記録（図書館等での閲覧のほか、市議会ホームページの会議録検索システムか

らでも閲覧可能）をご覧ください。

　５月定例会を５月27日㈭から６月28日㈪までの会期で開催しています。なお、以下の日程以外にも委員会等を開催する場合

があります。

　また、新型コロナウイルス感染症の影響で、定例会の日程や傍聴の取り扱いなどを変更する場合がありますので、あらかじめ

ご了承ください。

11月定例会閉会後の主な議会活動

議 会 日 誌

～人 事 案 件～

～意 見 書～

次の意見書案2件を可決し、政府等に送付しました。

○ 女子差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求め

る意見書

○ 刑法の性犯罪に関する規定について更なる見直しを

求める意見書

　なお、意見書の詳細は市議会ホームページをご覧く

ださい。

　2月定例会では、次の方のほか、公平委員会委員

の選任に同意しました。

○教育委員会委員（任期４年）

　　福
ふく

田
だ

　知
とも

弘
ひろ

　氏

　４月21日に４月臨時会を開きました。本臨時会

では、新型コロナウイルス感染症緊急対策アクショ

ンプラン関連経費等を計上した一般会計補正予算

（第３号）や市税条例の一部改正に係る専決処分報告

など、市長から提出された３件の議案はすべて議決

等をしました。臨時会での審議の概要は、次回の市

議会だよりに掲載します。

令和３年（2021年）５月定例会日程

５月27日㈭　本会議（提案説明）

６月 ３日㈭　本会議（役員改選）

　　 ４日㈮　本会議（役員改選）

　　11日㈮　本会議（質　　問）

　　14日㈪　本会議（質　　問）

　　15日㈫　本会議（質　　問）

　　16日㈬　本会議（質　　問）

　　　　　　 予算常任委員会（提案説明、資料要求）

　　　　　　 ４ 常 任 委 員 会（提案説明、資料要求）

６月17日㈭　財政総務常任委員会

　　　　　　 予算常任委員会財政総務分科会

　　18日㈮　文教市民常任委員会

　　　　　　 予算常任委員会文教市民分科会

　　21日㈪　健康福祉常任委員会

　　　　　　 予算常任委員会健康福祉分科会

　　22日㈫　建設環境常任委員会

　　　　　　 予算常任委員会建設環境分科会

　　23日㈬　予算常任委員会（討論・採決）

　　28日㈪　本会議（討論・採決）

開催した会議

1
月

14日 議会運営委員会小協議会

27日 議会運営委員会

29日 本会議（臨時会）、議会運営委員会

2
月

４日 防災・減災等対策特別委員会

５日 議会運営委員会小協議会

９日 議会広報委員会

12日 議会運営委員会、予算常任委員会理事会

19日 本会議、議会運営委員会

26日 本会議

3
月

１日 本会議

２日 本会議、議会運営委員会

３日
本会議
常任委員会（財政総務、文教市民、健康福祉、建
設環境、予算）

４日
財政総務常任委員会
文教市民常任委員会

５日 予算常任委員会財政総務分科会

８日 予算常任委員会財政総務分科会

９日 予算常任委員会文教市民分科会

10日 予算常任委員会文教市民分科会

11日
健康福祉常任委員会
建設環境常任委員会

12日 予算常任委員会健康福祉分科会

15日 予算常任委員会健康福祉分科会

16日 予算常任委員会建設環境分科会

17日 予算常任委員会建設環境分科会

18日 予算常任委員会

22日 議会運営委員会

23日 本会議、議会運営委員会

※本会議の各質問日の質問者・項目を事前に市議会ホームページに掲載しています。

※本会議傍聴時の一時保育は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大が収束するまでの間は休止します。

４月臨時会を開催しました
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